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今年も、夏休み前半は猛暑日が続き熱中症が心配されましたが、生徒たちは部活動に積

極的に参加してくれました。３年生は高等学校のオープンスクールに参加し、２年生はチ

ャレンジウィークを行うなど貴重な体験をし、心身ともにたくましく成長してくれたこと

と思います。

また２学期には、文化祭、修学旅行、社会見学、公開研究会など多くの行事が予定され

ています。どの行事も限られた時間内で全員が集中して取り組まないといけません。終わ

った後に「やってよかった」「やればできる」と思えるように、一人ひとりが真剣に取り組

むことが求められます。

そのためにも、２学期は特に「ことば」について取り組みます。社会に出たとき困らな

いように、また気持ちを正確に相手に伝えることができるように、常に「ことば」を意識

して気持ちのよい言葉が使えるようにしていくことが大事であると考えます。ご家庭にお

いても、お子様の言葉つかいにはチェックしていただき、優しい言葉つかいや暖かい挨拶

などのご協力をお願いいたします。

毎年行っている広島県の「基礎・基本」定着状況調査の結果について、８月末に広島県

の結果が公表されましたので、本校の結果と合わせてお知らせいたします。数値的には、

県や市の平均通過率（いわゆる平均点）と比較するとどの教科も１０ポイント程度高いこ

とが分かります。

グラフからも分かるように、過去の結果と比較して調査の対象となった国語・数学・英

語に関しては、基本的・基礎的な学力がついていると判断できます。特に、県の平均通過

率の伸びと比較しても、本校の伸びが大きいことが分かります。これは、今までの課題で

あった問題（通過率が低かった問題）への指導方法を、工夫して取り組んだ結果であると

考えられます。また、家庭学習の時間が昨年度と比較して大きく伸びていることも原因の

一つです。生徒たちの努力と保護者の方の協力が成果につながっています。

まだまだ、多くの課題が残ってはいますが、一つ一つ課題を解決していきたいと思って

いますので引き続きのご協力をお願いいたします。

８月５日（金）にＰＴＡ主催の教育講演会がありまし

た。講師の先生は、リラクゼーション・コーディネータ

ーの倉橋ゆかり先生でした。頭はボーリングの玉くらい

の重さがあるので姿勢が大切であること。（立った姿勢

では頭のてっぺんからつま先までが一直線になるよう

に顎を引いて胸を張った感じで立つこと。）常に気持ち

を明るく持つこと。（幸せだなあ・気持ちいいなあと思うこと。）息を整えること。など多

くのことを教えていただきました。参加された方は楽しく適度な運動の仕方も学び、ほん

の少し若返って笑顔で帰って行かれました。ＰＴＡ役員の方のお陰です。有難うございま

した。

＜運動の一例＞

○手を肩につけて、ゆっくりと肘を回す運動。

○おなかと背中をくっつけるくらいにおなかをへこませたま

ま、鼻から息を吸って口からゆっくり長くはいていく運動。

○声を出しながらゆっくり首を回す運動 など

精華だより


